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屋内性能評価 屋外性能評価

☀約±0.4～±0.8%の再現性を達成（限られた条件内→各種結晶
Siモジュールで検証中、条件拡大）

☀±1%達成のため高精度化、再現性を検証中→モジュール特性
（角度依存？）、面内照度むらの存在

☀日射変動、温度、スペクトル、角度特性の効果を定量化

☀今後の予定
高能率化、低コスト化、システム測定への展開、普及、実用化のための開発
・ハードウエア ・IVテスタ、PVMS設置法
・PVMS最適構造 ・システム特有の要素を考慮

PVMS

屋外

屋内

基準セル

・測定室、光源が不要
・複数枚同時設置が容易
→大幅な測定コスト低減

屋外設置状態での迅速・低コストな高精度測定を
実現するための性能評価技術を開発する。10年
10%程度の性能変化を保証の慣例とする市販モ
ジュール性能の実用的な評価を可能とする測定再
現性として、±1.0%（1σ）以内の測定精度を目
標とする。
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Interval: 2 s, 20 s
I-V, PVMS: not synchronized

I-V tester
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

8 9 10 11 12 13 14 15 16

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

8 9 10 11 12 13 14 15 16

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

8 9 10 11 12 13 14 15 16

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

8 9 10 11 12 13 14 15 16

Time (hour)

Irr
ad

ia
nc

e 
(k

W
/m

2 )

Time (hour)

Irr
ad

ia
nc

e 
(k

W
/m

2 )

Time (hour)

Irr
ad

ia
nc

e 
(k

W
/m

2 )

Time (hour)

Irr
ad

ia
nc

e 
(k

W
/m

2 )

2014/9/29 2016/6/1

2016/6/172014/9/27

(a) (b)

(c) (d)

図１ 日射変動が大きな誤差要因
（+角度特性、スペクトル特性）
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図２ PVMS：日射変動が顕著な場合も高精度測定が可能

日射変動が少なめ
（図1(b)）

日射変動が顕著
（図1(d)）

屋内測定との一致、及び測定再現性

図３ Isc, Pmaxの6ヶ月間測定再現性（σ）～0.4%、～1%以内を確認。
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